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　第２章では、CCN（Content-Centric Networking）のオープンソースソフトウェア実装である CCNx を
利用し、CCNx のネットワーク規模に対するスケーラビリティを明らかにしている。単一の物理計算機上に








































































タソサエティのシグネチャカンファレンスである COMPSAC（Computers, Software, and Applications 
Conference）や、IEEE CQR（Communications Quality and Reliability）ワークショップなどの国際会議の
予稿集に、申請者を筆頭著者として 4 本の論文が掲載されている。以上のことから、審査委員会は申請者が、
十分な発信能力と英語を利用した文書執筆能力を有していると判断した。
　審査委員会は本論文の内容を中心に審査会を開き、また公開の論文発表会を行い、申請者が論文内容お
よび関連する分野において十分な理解と学識を有していること、さらに、将来の研究遂行について十分な
能力を有していることを確認した。よって審査委員会は、本論文提出者である中村遼氏が博士（工学）の
学位を授与されるに足る十分な資格を有するものと判定する。
